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信州ブレイブウォリアーズ　ホーム開幕戦白星 【市政トピックス】　千曲線 平成30年度開通に向

け最後の工事に着手　など

全国学力・学習状況調査の結果を公表

市職員の給与や勤務状況を公表

今月の表紙

２年目を迎えるＢリーグ２部の信州ブレイブウォリアーズは、
９月30日からの開幕連勝に続き、10月7日のホーム開幕戦

（戸倉体育館）でも勝利し、スタートダッシュに成功しました。

＊関連記事30ページ
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■
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
建
設
課（
内
線
５
６
１
４
）

千
曲
市
を
南
北
に
縦
断
す
る
都

市
計
画
道
路
千
曲
線（
鋳
物
師
屋
・

寂
蒔
区
間
）は
、平
成
30
年
度
の
開

通
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

区
間
は
、
新
田
南
交
差
点
か
ら
寂

蒔
方
面
ま
で
の
６
５
０
㍍
ほ
ど
で
、

こ
れ
ま
で
に
約
４
３
０
㍍
の
工
事

が
完
了
し
て
お
り
、現
在
、残
り
約

２
２
０
㍍
の
道
路
新
設
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

鋳
物
師
屋
・
寂
蒔
区
間
が
開
通

す
る
こ
と
で
現
在
の「
新
田
南
」・

「
中
」交
差
点
付
近
の
渋
滞
解
消
が

期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
歩
道
新
設
に

市政トピックス

合
併
の
総
仕
上
げ
　
来
年
度
の
開
通
を
目
指
し
「
千
曲
線
」
の
工
事
大
詰
め

合
併
支
援
道
路 

千
曲
線
（
鋳
物
師
屋
・
寂
蒔
区
間
）

■問い合わせ先　更埴庁舎・新幹線対策室（内線5321）

▲焼け跡から、文書や陶磁器などを救出
する専門職員

賛同署名数は、入会署名と合わせて2万22 0 7人

新 幹 線 新 駅 誘 致

賛 同 署 名 の 結 果 報 告

北
陸
新
幹
線
新
駅
誘
致
期
成

同
盟
会
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら「
新
幹
線
新
駅
誘
致
実
現
の

た
め
の
賛
同
署
名
」
活
動
を
展

開
し
、
今
年
2
月
か
ら
は
そ
の

取
組
み
を
強
化
し
て
、
新
た
に

１
万
５
０
０
０
人
の
賛
同
を
目
標

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
結
果
、１
万
５
１
６
３
人

か
ら
賛
同
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
重
複
署
名
者
を
除
い
て
集
計

し
た
結
果
、
署
名
数
は
入
会
署
名

１
万
２
７
９
６
人
と
合
わ
せ
て

２
万
２
２
０
７
人
と
な
り
ま
し

た
。期

成
同
盟
会
で
は
、
今
後
も
引

き
続
き
、
国
な
ど
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
を
行
な
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■問い合わせ先　歴史文化財センター（℡026-261-3210）

松 田 館
や か た

の 焼 け 跡 か ら

文 化 財 救 出 作 業 を 実 施

9
月
6
日
に
発
生
し
た
火
災
に

よ
っ
て
県
宝
の
主お

も
や屋

な
ど
7
棟
を

全
焼
し
た「
松
田
館
」で
、９
月
25

日
と
10
月
2
日
の
両
日
に
、
文
書

や
陶
磁
器
な
ど
焼
け
残
っ
た
文
化

財
の
救
出
作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。市
教
育
委
員
会
が
県
教
育
委

員
会
を
通
じ
、
県
内
各
市
町
村
教

育
委
員
会
・
博
物
館
な
ど
の
歴
史

系
専
門
職
員
に
派
遣
を
要
請
し
、

9
月
25
日
に
32
人
、
10
月
2
日
に

62
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。灰
の
中

か
ら
文
化
財
資
料
を
救
出
す
る
回

収
班
、
救
出
し
た
資
料
を
分
類
す

る
資
料
班
、
更
埴
市
民
プ
ー
ル
で

資
料
を
洗
浄
し
収
納
す
る
洗
浄
・

収
納
班
な
ど
に
分
か
れ
て
作
業
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業
の
実
施
に
尽
力
し
た

長
野
県
立
歴
史
館
長
の
笹
本
正
治

さ
ん
は「
今
後
、大
き
な
災
害
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き

に
文
化
財
を
守
る
こ
と
、
地
域
の

歴
史
の
記
憶
を
紡
ぐ
こ
と
が
大
事

で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

今
後
、
救
出
し
た
資
料
や
収
蔵

庫
に
保
管
し
て
無
事
だ
っ
た
貴
重

な
古
文
書
類
は
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

建
物
な
ど
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
教
育
委
員
会
と
協
議
を
進
め
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

県内の専門職員らが集まり回収・洗浄など作業

▲写真①　新田方面（北側）に向けて撮影。

▲写真②　内川方面（南側）に向けて撮影。写真奥
には接続される道路が見える。

よ
り
歩
行
者
や
自
転
車
が
安
全
に

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
内
川
方
面
か
ら
の
道
路

拡
幅
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
金

を
受
け
て
随
時
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
千
曲
線
は
、
旧
更
埴
市
の
都
市

計
画
道
路
川
東
線
と
旧
戸
倉
町

の
都
市
計
画
道
路
大
西
線
が
繋つ

な

が
っ
た
国
道
18
号
線
粟
佐
北
交

差
点
付
近
か
ら
磯
部
交
差
点
付

近
ま
で
の
計
画
延
長
約
9
㌔
㍍

の
都
市
計
画
道
路
で
す
。

　
平
成
30
年
度
開
通
に
向
け
最
後
の
工
事
に
着
手

中

新田南

打沢

杭瀬下

埴生

新田伊勢社

内川

内川南冠着橋

五加小

平和橋

新体育館
新庁舎

屋代駅

埴生中

埴生小

千曲駅

写真①

写真②

工事区間
220m

開通区間
650m

▲７月29日に科野青年会議所が屋代駅
と屋代高校前駅で行なった署名活動の
様子
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今
後
の
対
応
に
つ
い
て

■
調
査
日　

　
平
成
29
年
４
月
18
日（
火
）

■
対
象

○
小
学
校
６
年
生

　
市
内
９
小
学
校 
４
９
７
人
～

４
９
９
人（
教
科
に
よ
り
参
加

生
徒
数
が
異
な
る
た
め
）

○
中
学
校
３
年
生

　
市
内
４
中
学
校 

５
２
２
人
～

５
２
５
人（
教
科
に
よ
り
参
加

生
徒
数
が
異
な
る
た
め
）

■
調
査
内
容

○
教
科
に
関
す
る
調
査

○
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
な
ど
に

関
す
る
調
査

＊
調
査
結
果
は
、
学
力
の
一
部
分

で
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動

の
一
側
面
を
と
ら
え
た
も
の
で

す
。

調査内容 教科別平均正答率 結果の概要

小
学
校
６
年
生

国語
Ａ 全国、県と同程度 漢字を正しく読むことは、よくできました。ことわざの意味を理解し、その使い方が

わかっていました。手紙の構成を理解し、後付けを書くことに課題があります。
国語
Ｂ 全国、県と同程度 登場人物の相互関係や心情、場面についての描写を捉えることができました。目的

や意図に応じ、必要な内容を整理して書くことに課題があります。
算数
Ａ 全国、県と同程度

小数の乗法において小数を整数に置き換えて考えるときに用いる乗法の性質を理解
しています。資料を二つの観点から分類整理し、表を用いて表すことに課題があり
ます。

算数
Ｂ 全国、県と同程度

いずれの問題も全国と同程度でした。問題に示された二つの数量の関係を一般化し
て捉え、そのきまりを記述することに課題があります。身近なものに置き換えた基
準量と割合を基に、比較量に近いものを判断し、その判断の理由を言葉や式を用い
て説明することに課題があります。

中
学
校
３
年
生

国語
Ａ 全国、県と同程度

文脈に即して漢字を正しく読んだり、語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使っ
たりできました。事象や行為などを表す多様な語句について課題があります。楷書
と行書の違いについての理解に課題があります。

国語
Ｂ 全国、県と同程度

登場人物の言動の意味を考えたり、場面の展開や登場人物などの描写に注意して
読んだりして内容を理解できました。表現について捉え、自分の考えを書くこと
に課題があります。自分の考えを書く際に、根拠を明確にして、自分の考えを具
体的に書くことに課題があります。

数学
Ａ 全国、県と同程度

平行移動した図形をかいたり、円錐が回転体としてどのように構成されたりしてい
るか理解できていました。円周率πを用いて解く問題について課題があります。関
数の意味や比例・反比例などの理解や数学的な用語の理解に課題があります。

数学
Ｂ 全国、県と同程度

与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができました。記
述式問題のうち、図形の性質について筋道を立てて証明することや与えられた式
を用いて問題を解決する方法を数学的に説明することに課題があります。

学力（教科に関する）調査の結果

市
で
は
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
基
礎
学
力
の
定
着
状

況
を
把
握
し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
授
業
改
善
や
学
習
指
導

に
役
立
て
る
た
め
、
国
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
積

極
的
に
参
加
し
、そ
の
結
果
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
も
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
の

で
、そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

【
各
学
校
】

・
調
査
実
施
後
、
速
や
か
に
自
校
の
結
果
を

分
析
・
考
察
し
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
成

果
と
課
題
を
明
確
に
し
た
う
え
で
改
善
策

を
策
定
し
、
年
度
当
初
よ
り
授
業
改
善
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
の
確
立

が
、
学
力
の
定
着
・
向
上
を
図
る
う
え
で

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
家
庭
学
習

内
容
の
見
直
し
や
家
庭
学
習
の
仕
方
に
つ

い
て
指
導
し
、
家
庭
と
連
携
し
て
生
活
・

学
習
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に

努
め
ま
す
。

・
児
童
・
生
徒
個
々
の
結
果
は
、
個
別
懇
談

会
な
ど
を
通
じ
て
伝
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
応
じ
た
学
習
指
導
を
適
切
に
行
な
い

ま
す
。

【
市
学
力
向
上
推
進
委
員
会
】

・「
千
曲
市
小
中
学
校『
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
の
分
析
の
手
引
き
』」を
も

と
に
し
た
各
校
の
分
析
・
考
察
・
改
善
策

の
策
定
な
ど
を
推
進
・
支
援
し
、
市
内
小

中
学
校
の
授
業
改
善
や
児
童
生
徒
の
生
活

改
善
な
ど
に
生
か
し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】

・
学
校
の
状
況
に
応
じ
た
必
要
な
指
導
や
支

援
を
行
な
う
と
と
も
に
、
教
職
員
の
研
修

や
配
置
な
ど
、
教
育
施
策
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
な
ど
に

関
す
る
調
査

学
習
意
欲
や
学
習
方
法
、
生
活

の
諸
側
面
な
ど
に
関
す
る
調
査
で

す
。
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
は
、

学
力
と
の
相
関
関
係
が
あ
る
も
の

が
多
い
と
の
分
析
が
あ
り
ま
す
。

■
調
査
結
果
　
下
表
の
と
お
り
で

す
。
平
成
28
年
度
と
比
較
す
る

と
、
改
善
が
図
ら
れ
た
項
目
が

あ
る
一
方
、
数
値
が
下
が
っ
て

い
る
項
目
も
み
ら
れ
、
課
題
が

あ
り
ま
す
。

○
生
活
習
慣
　「
毎
日
朝
食
を
と

る
」と
い
う
基
本
的
な
生
活
習

慣
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
良
好
な

結
果
で
す
。

○
余
暇
利
用　
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な

ど
に
費
や
す
時
間
が
多
い
傾
向

に
あ
り
、
個
々
の
児
童
・
生
徒

に
つ
い
て
実
態
を
把
握
し
、
家

庭
と
連
携
し
て
改
善
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
地
域
と
の
つ
な
が
り　
全
国
と

比
べ
て
大
変
良
好
な
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

○
学
習
習
慣
　
復
習
や
主
体
的
、

計
画
的
な
家
庭
学
習
に
つ
い
て

は
、
全
国
と
比
べ
る
と
、
課
題

が
あ
り
ま
す
。

学
力
（
教
科
に
関
す
る
）
調
査

○
「
国
語
Ａ
、
算
数
・
数
学
Ａ
」

　
主
と
し
て
知
識
に
関
す
る
問
題

○
「
国
語
Ｂ
、
算
数
・
数
学
Ｂ
」　

　
主
と
し
て
活
用
に
関
す
る
問
題

■
調
査
結
果
　
下
表
の
と
お
り

○
教
科
別
平
均
正
答
率
　
全
国
や

長
野
県
の
公
立
小
・
中
学
校
の

平
均
値
と
、
市
全
体
の
平
均
値

を
比
較
し
て
い
ま
す
。

○
結
果
の
概
要
　
市
の
状
況
を
中

心
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

■問い合わせ先　戸倉庁舎・教育総務課（内線6314）

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 の
　 　 　 　 　 　 　  結 果 を 公 表

区
分 質　問

「はい」と回答した割合（％）
全国との比較小学校６年生

（ ）は28年度
中学校３年生
（ ）は28年度

生
活
習
慣

朝食を毎日食べています
か。

（89.3）
（90.2）

（86.0）
（91.7） 小６児童、中３生徒ともにやや上回っています。

余
暇
利
用

平日に２時間以上テレビ
ゲームをしていますか。

（27.7）
（25.2）

（32.4）
（30.5）

小６児童はやや下回り、中３生徒は下回ってい
ます。

平日に30分以上読書を
していますか。

（41.5）
（36.7）

（30.6）
（27.6）

小６児童は上回り、中３生徒はやや上回ってい
ます。

地
域
と
の

つ
な
が
り

地域の行事に参加してい
ますか。

（55.7）
（66.2）

（43.9）
（42.1） 小６児童、中３生徒ともに上回っています。

学
習
習
慣

学校の宿題をしています
か。

（86.9）
（83.8）

（74.9）
（73.3）

小６児童は同程度で、中３生徒は上回っていま
す。

平日２時間以上勉強して
いますか。

（15.5）
（21.4）

（28.2）
（26.2） 小６児童、中３生徒ともに下回っています。

生活習慣や学習習慣などに関する調査の主な結果
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（３）職員の平均給料 ･ 平均給与月額・平均年齢（Ｈ28.4.1現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

30万9,600円 35万6,186円 41歳7月 26万2,000円 29万1,729円 46歳3月

（４）職員の初任給（Ｈ28.4.1現在）

区　　分 千曲市 長野県 国

一般行政職 大学卒業者 17万6,700円 18万6,300円 17万6,700円
高校卒業者 14万4,600円 15万1,500円 14万4,600円

（７）職員手当

区　分
千曲市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.8月分 1.225月分 0.8月分
12月期 1.375月分 0.9月分 1.375月分 0.9月分
合　計 2.60月分 1.7月分 2.60月分 1.7月分

区　分
千曲市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分

（７－１）期末・勤勉手当

（７－２）退職手当

＊一般行政職とは、税務職員・保育士・保健師・栄養士・企業職員（水道・下水道）・技能労務職などを除いた
職員をいいます。技能労務職とは、調理技手などをいいます。

＊給与月額とは、給料月額に扶養手当、寒冷地手当、住居手当、管理職手当を加えた額です。

＊初任給は、試験採用に係るものです。

＊「千曲市一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分による職員数です。
＊標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

＊職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

＊そのほかの措置として特例給料月額制度があります。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
総
務
課（
内
線
５
２
１
３
）

区　　分 経験年数７年以上10年未満 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上20年未満

一般行政職 大学卒業者 22万6,500円　　　 26万1,000円　　　 31万5,300円
高校卒業者 20万4,400円　　　 23万8,700円　　　 27万6,500円

技能労務職 高校卒業者 ― 20万8,100円　　　 21万3,300円

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
合計標準的な

職務内容
主事・技師 主任 主査

係長・
企画主査

主幹・技幹
課長・
副参事

部長・参与

職員数（人） 91 66 120 122 15 42 13 469
構成比（％） 19.4 14.1 25.6 26.0 3.2 8.9 2.8 100

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料額（Ｈ28.4.1現在）

（６）級別職員数（Ｈ28.4.1現在）

＊経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

＊人件費とは、特別職の給料や報酬、職員の給料・手当・共済費・災害補償費などです。
＊特別職とは、市長・副市長・市議会議員・農業委員会委員・教育委員会委員・監査委員・選挙管理委員会委

員・公平委員会委員・消防団員及び各種審議会委員などをいいます。

職　種 Ｈ28.4.1現在 退職者などの数 採用者などの数 Ｈ29.4.1現在

一般事務職 335 8 8 335
技術職 31 0 2 33
保健師 19 1 1 19
保育士 67 6 7 68

技能労務職 17 1 １ 17
合　計 469 16 19 472

部　門
職員数（人）

増減数 所　　属
28年度 29年度

議会事務局 ６ ６ ０ 議会事務局

総務部 79 79 0
総務課、秘書広報課、財政課、税務課、債
権管理課、危機管理防災課、情報政策課、
戸倉庁舎・上山田庁舎市民窓口課

企画政策部 24 22 ▲2 総合政策課、管財契約課、新幹線対策室、
新庁舎建設室

市民環境部 37 36 ▲1 市民課、生活安全課、消費生活センター、
環境課、廃棄物対策課

健康福祉部 78 79 1 福祉課、高齢福祉課、健康推進課、福祉
監査室、人権・男女共同参画課

次世代支援部 80 82 2 こども未来課、保育課（保育園を含む）
経済部 35 36 1 産業振興課、産業支援センター、企業立

地推進課、農林課、観光交流課
建設部 53 54 1 建設課、都市計画課、上下水道課　　

教育委員会 63 64 1
教育総務課、給食センター、生涯学習課、
公民館、図書館、文化課、文化会館、歴史
文化財センター、スポーツ振興課

会計課 ６ 6 ０ 会計課
監査・選挙・公平
委員会事務局 ４ 4 ０ 監査委員事務局、選挙管理委員会事務

局、公平委員会事務局
農業委員会事務局 ４ 4 ０ 農業委員会事務局

合　計 469 472 3

住民基本台帳人口
（Ｈ29.3.31現在）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）

６万1,185人 265億1,314万3千円 8億4,962万円 37億897万5千円 14.0%

職員数
(A)

給　与　費   １人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 （Ｂ）

450人 16億3,434万4千円 ２億5,565万円 ６億3,755万3千円 25億2,754万7千円 561万7千円

１．職員の任免と職員数に関する状況

（１）職員の採用・退職（Ｈ28.4.2 ～Ｈ29.4.1）

（２）部門別職員数 ( 各年４月１日 )

（１）人件費（平成28年度普通会計決算額）

（２）職員給与費（平成29年度普通会計当初予算額）

２．職員の給与の状況

「
千
曲
市
人
事
行
政
の
運
営
等
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
人
事
行
政
の
公
平
性
と
透
明
性
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、市
職
員
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

＊職員手当とは、扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・通勤手当などで、退職手当は含まれていません。

＜単位：人＞

平
成
2 8
年
度

市
職
員
の
給
与
や
勤
務
状
況
を
公
表

区　　分 全　職　種

支給総額（一般会計） 62万9,900円

手当の種類（手当数） 12種

代表的
な手当
の名称

１件当たり
の支給額が
多い手当

行路死病人取扱手
当、福祉業務手当、
浄化槽管理手当、
下水道管理手当、
清掃等作業手当

多くの職員
に支給され
ている手当

用地交渉手当、福
祉業務手当、清掃
等作業手当、保健
指導手当、下水道
管理手当

（７－３）特殊勤務手当

支給総額 職員１人当たり支給年額

9,538万円 26万1,300円

（７－４）時間外勤務手当（一般会計）

区　分 内　　容 国の制度
との同異

扶養手当 扶養親族のある職員に支給さ
れます。

同じ

住居手当
借家または借間に居住し、一
定額を超える家賃を支払って
いる職員に支給されます。

通勤手当
通勤のために交通機関などを
利用して、その運賃などを負
担することを常例とする職員
に支給されます。

宿日直手当
週休日・祝日などに３庁舎の
日直業務に従事した職員に支
給されます。

（７－５）そのほかの手当

市職員の給与や勤務状況を公表

（８）特別職の報酬など（Ｈ28.4.1現在）

区　　分 月　　額

給　料 市　長          86万円
副市長 70万2,000円

報　酬
議　長 44万5,000円
副議長  　　　37万円
議　員 34万5,000円
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■問い合わせ先　更埴庁舎・環境課（内線5414）

市内の「信州あったかシェアスポット」登録施設

冬の節電・省エネ対策の一つとして、暖房エネルギーの節約を図る「ウォーム

シェア（あったかシェア）」があります。

市民の皆さんも無理のない節電・省エネルギーへのご協力をお願いします。

暖房を消して
暖かいところに集まろう！

この
ステッカーが
　目印！

あったかシェアとは

家庭の暖房器具を止めて、身近にある暖かい場所へ出かけて、暖
かさをみんなで分け合うというアイデアです。社会全体での節電・
省エネルギーを図るとともに、地域経済の活性化にも資する取り
組みです。下表に市内のあったかシェア登録スポットを掲載しま
した。信州の長い冬をあったかシェアスポットで過ごしませんか。

家庭やご近所で
あったかシェア

家庭で一つの部屋に集まって過ごせ
ば、エネルギー消費を減らせるととも
に、コミュニケーションが深まります。
近所にお声がけをするきっかけにも。

まちであったかシェア

暖房を止め、ウォームシェアスポットやイ
ベントに出かけたり、スポーツで汗を流した
りすれば、家庭のエネルギー消費が減るとと
もに、暖かく楽しく過ごせます。

施　設　名 ＰＲポイント 問い合わせ先

白鳥園（戸倉）
温泉は内湯に加え露天風呂やサウナも設置されていま
す。さまざまな体験イベントや教室などを開催していま
す。

℡026-275-0400

つるの湯（上山田温泉） 天然温泉につかり、1日ゆっくり楽しめます。売店コー
ナーがあるので、軽食を取ることができます。 ℡026-261-0770

健康プラザ（倉科） 売店コーナーがあるので、入浴したり軽食を取ったり
と、1日ゆっくり楽しめます。 ℡026-272-5818

長野県立歴史館（屋代） 静かな環境で歴史を学びませんか。常設展示室のほかに
図書室、閲覧室があるので、調べものにも最適です。 ℡026-274-2000

森将軍塚古墳館（屋代） 静かな環境で歴史を学びませんか。 ℡026-274-3400

更埴図書館（杭瀬下） 学習室を備えてあるので、落ち着いて学習ができます。 ℡026-273-2989

更埴西図書館（稲荷山） 暖かい館内で、ゆっくり読書が楽しめます。 ℡026-273-8060

戸倉図書館（戸倉） 暖かい館内で、ゆっくり読書が楽しめます。 ℡026-276-7001

開始時刻 終了時刻 休憩時間

午前８時30分 午後５時15分 正午～午後１時

３．職員の勤務時間、そのほかの勤務条件の状況

（１）職員の勤務時間

（２）有給休暇（Ｈ28.1.1～Ｈ28.12.31）

制度の概要 平均取得日数

１年につき20日付与（付与された翌
年に限り繰越可能で、最大40日） 8.1日

（３）育児休業（Ｈ28.4.1現在）

申請件数 許可件数 内　容

83件 83件
区長（1件）
消防団員（75件）
各種調査調査員（7件）

営利企業従事制限にかかる許可

５．職員の服務の状況

分限処分者（人） 懲戒処分者（人）

免職 休職 降任 降給 計 免職 停職 減給 戒告 計

０ 3 ０ ０ 3 ０ 1 ０ ０ 1

４．職員の分限と懲戒処分の状況

研修区分 講座数 受講者数 内　容

市主催研修 13 1,381人 新規採用職員研
修など

市町村職員研修セ
ンター主催研修 20 114人 法制執務研修な

ど

長野広域連合主催
職員共同研修 2 4人 講演会など

専門研修 27 462人 嘱託登記事務研
修など

合　計 62 1,961人

６．職員の研修の状況

区　分 認定件数

公務災害 2件

通勤災害 0件

健康診断の種類 受診者数

定期健康診断 246人

人間ドック 212人

（１）職員の定期健康診断

７．職員の福祉と利益の保護の状況

（２）公務災害補償の認定状況

８．勤務条件に関する措置の要求の状況

　　　　　　  要求件数　なし
（３）職員互助会の設置

＊分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすこ
とができない場合に行なわれる処分で、公務能率
の維持を目的として行なわれます。

＊懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道
義的責任を問うための処分で、公務における規律
と秩序を維持することを目的として行なわれます。

地方公務員法第 42 条に基づく職員の保健、元気回
復そのほか厚生に関する事項を実施するために、千曲
市職員互助会を設置し、保健、教養、体育などの事業
を行なっています。

職員互助会は、職員の掛け金（毎月給料月額の
1,000 分の 4.5）で運営されています。

取得者
数

取得期間

３か月以内 ３～６か月 ６～12か月 １～３年

10人 0人 4人 2人 4人

市職員の給与や勤務状況を公表

９．不利益処分に関する不服申し立ての状況

　　　　　　  申し立て件数　なし
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　千曲市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp　　　　　更埴庁舎　  　026-273-1004
　千曲市役所　℡026-273-1111（代表）　  　　　　　　　　　　　戸倉庁舎　  　026-275-0238
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  上山田庁舎　   　 026-276-0796ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

一
般
健
診
の
受
診
を
（
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
皆
さ
ん
）

生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見

し
予
防
す
る
た
め
、
一
般
健
康
診
査

（
一
般
健
診
）を
実
施
し
ま
す
。

一
般
健
診
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
に
関
わ
ら
ず
受
診
が
可
能
で

す
。
特
に
、
子
ど
も
の
頃
の
健
診
や

学
校
健
診
、
妊
婦
健
診
な
ど
で
、
尿

た
ん
ぱ
く
や
尿
糖
が
出
た
こ
と
の
あ

る
人
、
血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
た
こ

と
の
あ
る
人
は
、
年
１
回
の
健
診
は

必
須
で
す
。

今
年
度
の
健
診
を
申
し
込
ん
で
な

い
人
は
、
電
話
で
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
１
年
に
１
回
健
診
を
受
け
て
健

康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
・
会
場

○
12
月
13
日（
水
）午
前
９
時
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
３
時
30

分
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

○
12
月
15
日（
金
）午
前
９
時
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
３
時
・
戸

倉
庁
舎

■
対
象
者　
平
成
29
年
度
に
20
歳
か

ら
39
歳
に
な
る
人　

＊
今
年
度
40
歳
か
ら
74
歳
に
な
る
人

は
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
一
般
健
診
の
内
容

○
身
体
計
測（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ

Ｉ
・
腹
囲
）

○
問
診

○
血
圧
測
定

○
検
尿（
糖
・
た
ん
ぱ
く
・
潜
血
）

○
血
液
検
査（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
、
血
糖
、
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
、
尿
酸
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、

Ｇ
Ｐ
Ｔ
、γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、赤
血
球
、

血
色
素
、ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
）

○
診
察

■
費
用　
２
８
０
０
円

■
健
診
機
関　
千
曲
中
央
病
院

■
申
込
方
法　
11
月
10
日（
金
）ま

で
に
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
９
）

特
定
健
診
の
受
診
を
（
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
か
な
り

進
行
し
て
も
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。特
に
、
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）は

重
症
化
し
て
透
析
直
前
に
な
る
ま
で

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、自
覚
症
状
に

頼
る
と
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
平

成
28
年
度
か
ら
尿
検
査
に
尿
中
た
ん

ぱ
く
量
を
測
定
す
る「
尿
た
ん
白
定
量

検
査
」を
追
加
し
ま
し
た
。従
来
の
検

査
よ
り
尿
中
の
た
ん
白
出
現
が
詳
し

く
分
か
る
検
査
で
す
。

本
年
度
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、是
非
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

○
12
月
４
日（
月
）・
更
埴
保
健
セ
ン

タ
ー

○
12
月
５
日（
火
）・
戸
倉
庁
舎

＊
申
込
人
数
に
よ
り
日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。受
付
日

時
は
申
込
み
後
、
案
内
通
知
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者

＊
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
す
る
人
は
、
特
定
健
診

の
受
診
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
特
定
健
診
の
内
容　

○
身
体
計
測（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ

Ｉ
・
腹
囲
）

○
問
診

○
血
圧
検
査

○
検
尿（
糖
・
た
ん
ぱ
く
・
潜
血
）

○
血
液
検
査（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
、
血
糖
、
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
、尿
酸
、Ｇ
Ｏ
Ｔ
、Ｇ
Ｐ
Ｔ
、γ

-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、赤
血
球
、血
色
素
、ヘ
マ

ト
ク
リ
ッ
ト
）

○
診
察

○
心
電
図（
希
望
者
の
み
）

■
費
用　
１
０
０
０
円

＊
心
電
図
を
希
望
す
る
人
は
別
途

１
６
２
０
円
か
か
り
ま
す
。

■
健
診
機
関　
Ｊ
Ａ
長
野
県
厚
生
連

佐
久
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
11
月
10
日（
金
）ま
で

に
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー（
内
線

５
５
０
８・５
５
０
９
）

監
査
事
務
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
者
を
紹
介

前
千
曲
市
監
査
委
員
の
若
林
民
雄

さ
ん（
上
山
田
）が
、
多
年
に
わ
た
り

監
査
事
務
に
精
励
し
、
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
監

査
事
務
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
、９
月
20
日
に
岡
田
市
長
か
ら

伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

若
林
さ
ん
は
、
平
成
15
年
11
月
か

ら
平
成
27
年
12
月
ま
で
の
12
年
間
に

わ
た
り
市
監
査
委
員
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

▲表彰状を手にする若林民雄さん（左）
と岡田市長（右）

長
野
県
食
生
活
改
善
功
労
者
表
彰
受
賞
者
を
紹
介

千
曲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

の
三
井
澄
子
さ
ん（
屋
代
）が
、
多
年

に
わ
た
り
食
生
活
の
大
切
さ
を
伝
え

る
活
動
を
中
心
と
し
て
地
域
の
健
康

づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
10
月
11
日
に
長
野
県
食

生
活
改
善
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

三
井
さ
ん
は
、
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
長
を
平
成
20
年
か
ら
現
在

ま
で
、
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

副
会
長
を
平
成
25
年
か
ら
現
在
ま
で

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
を
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し

て
欲
し
い
人
と
、
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
た
い
人
が
会
員
と
し
て
登
録
し
、

子
育
て
の
手
伝
い
を
有
償
で
行
な
う

会
員
組
織
で
す
。

■
支
援
の
内
容　
保
育
園
、
幼
稚
園
、

児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
送
り
迎
え
を
し
た
り
、
時
間
外

に
子
ど
も
を
預
か
っ
た
り
し
ま

す
。冠
婚
葬
祭
、
通
院
、
仕
事
、
研

修
会
参
加
や
授
業
参
観
な
ど
の
と

き
に
も
、子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

依
頼
会
員

■
対
象　
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
、
生
後
３

か
月
か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

育
て
て
い
て
、
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
て
ほ
し
い
人
。

■
申
込
方
法　
更
埴
・
上
山
田
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
聞
い

て
く
だ
さ
い
。
説
明
終
了
後
、
す

ぐ
に
会
員
に
な
れ
ま
す
。
会
員
証

明
用
に
３
㌢
四
方
の
写
真
２
枚
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

提
供
会
員

■
対
象　
市
内
に
在
住
し
、
自
宅
で

の
育
児
も
可
能
で
、
心
身
共
に
健

康
か
つ
、
子
育
て
の
手
伝
い
に
理

解
と
熱
意
が
あ
り
、
子
ど
も
を
預

か
れ
る
人
。

＊
資
格
、
経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
が
、市
が
行
な
う「
相
互
援
助
活

動
講
習
会
」を
受
講
し
て
か
ら
会

員
に
な
れ
ま
す
。

●
相
互
援
助
活
動
講
習
会

■
講
習
会
日
時

○
12
月
１
日（
金
）

　
午
後
１
時
～
５
時
15
分

○
12
月
２
日（
土
） 

　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
５
時
15
分

○
12
月
４
日（
月
）

　
午
後
１
時
～
５
時
15
分

＊
託
児
あ
り（
要
予
約
）

■
会
場　
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
■
申
込
方
法　
11
月
24
日（
金
）ま
で

に
、
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

両
方
会
員

■
対
象　
依
頼
会
員
・
提
供
会
員
の

要
件
に
該
当
す
る
人
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
７
３

－

６
１
８
０
）

▲表彰状を手にする三井澄子さん
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野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

市
内
で
は
毎
年
、ご
み
の
焼
却
に
つ

い
て
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。野
焼
き
は
一
部
例
外
を
除
い
て

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
み
は

野
外
焼
却
せ
ず
、
市
の
ご
み
収
集
や

資
源
と
し
て
出
す
な
ど
適
正
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
ず
、

稲
わ
ら
・
果
樹
剪せ

ん
て
い定
枝
な
ど
を
焼
却

す
る
場
合
は
、
次
の
点
に
配
慮
し
、
近

所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。な
お
、
住
宅
、
ア
パ

ー
ト
な
ど
が
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
声
を
か
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

快
適
な
生
活
環
境
が
保
て
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
焼
却
上
の
注
意
点

○
不
必
要
な
野
焼
き
は
し
な
い
で「
可

燃
ご
み
」に
出
す
。

○
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
は
、

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
時
間
帯

に
焼
却
し
、
特
に
風
向
き
に
は
気

を
つ
け
る
。

○
よ
く
乾
か
し
、
小
分
け
に
し
て
短

時
間
で
燃
や
す
。

○
住
宅
の
近
く
で
焼
却
し
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
環
境
課（
内
線

５
４
１
３
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
在
住
で
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
更
埴
庁
舎
税
務
課

■
勤
務
期
間　
平
成
30
年
１
月
～
４

月（
４
か
月
間
）

■
勤
務
日
数　
15
日
／
月

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
２
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、11
月
24
日（
金
）ま
で

臨
時
職
員
（
税
務
課
一
般
事
務
）
を
募
集

■
募
集
人
数　
１
人

■
募
集
要
件　
市
内
在
住
で
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
人（
エ
ク
セ
ル
、

ワ
ー
ド
が
使
え
る
人
）

■
勤
務
場
所　
更
埴
庁
舎
生
活
安
全

課

■
勤
務
期
間　
平
成
30
年
１
月
～
５

月（
５
か
月
間
）

■
勤
務
日
数　
12
日
／
月

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
２
０
０
円

臨
時
職
員
（
生
活
安
全
課
一
般
事
務
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
に
在
住
の
人

■
勤
務
場
所　
第
２
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
勤
務
期
間　
12
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日

＊
常
勤
職
員
の
休
暇
日
に
代
わ
っ
て

の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
勤
務
日
数

は
月
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
の
う
ち
２
時
間
か

ら
６
時
間

非
常
勤
職
員
（
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
代
替
調
理
員
）
を
募
集

に
更
埴
庁
舎
税
務
課
に
持
参
す
る

か
、郵
送（
当
日
消
印
有
効
）し
て

く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
12
月
上
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
税
務
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬

下
84
番
地
、内
線
５
２
４
１
）

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
11
月
22
日（
水
）ま
で

に
更
埴
庁
舎
生
活
安
全
課
に
持
参

す
る
か
、
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
12
月
上
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
生
活
安
全
課（
〒

３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字

杭
瀬
下
84
番
地
、内
線
５
５
２
０
）

■
賃
金　
時
給
８
６
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、11
月
17
日（
金
）ま
で

に
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
持

参
す
る
か
、郵
送（
当
日
必
着
）し

て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
〒

３
８
９

－
０
８
１
３　
千
曲
市
大

字
若
宮
６
４
０
番
地
、
℡
０
２
６

－
２
７
５

－

０
３
６
５
）

加
工
食
品
を
対
象
に
「
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
商
品
を
募
集

市
で
は「
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
」認

定
制
度
を
創
設
し
、市
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
地
元
商
品
の
販
売
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、
2
年
ご

と
募
集
・
更
新
を
行
な
っ
て
お
り
、
今

回
は「
加
工
食
品
」を
対
象
に
募
集
し

ま
す
。

■
認
定
対
象
商
品

以
下
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

商
品
で
あ
る
こ
と

○
市
内
で
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品
、ま

た
は
市
内
で
生
産
さ
れ
た
原
料
を

使
用
し
た
加
工
食
品

○
市
内
に
本
店
ま
た
は
主
な
事
業
所

な
ど
を
有
す
る
も
の
が
、
自
社
製

品
と
し
て
市
販
す
る
も
の

○
食
品
関
係
法
規
な
ど
の
法
令
に
違

反
し
て
い
な
い
も
の

○
千
曲
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
著
し
く
損

な
う
恐
れ
の
な
い
も
の

○
使
用
す
る
原
材
料
は
千
曲
市
内
ま

た
は
国
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を

使
用
す
る
こ
と（
た
だ
し
調
味
料
は

除
く
）

＊
使
用
す
る
原
材
料
の
基
準
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
11
月
1
日（
水
）～
30

日（
木
）

■
応
募
方
法　
認
定
申
請
書
な
ど
に

記
入
の
う
え
、
観
光
交
流
課
ま
で

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
書
類
一
式
は
観
光
交
流
課
の
窓
口
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。

■
提
出
書
類

○
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
書

（
様
式
第
１
号
）

○
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
商

品
調
書（
様
式
第
２
号
）

○
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定（
更
新
）

に
係
る
誓
約
書（
様
式
第
３
号
）

○
食
品
営
業
許
可
指
令
書
ま
た
は
こ

れ
に
類
す
る
も
の

○
申
請
産
品
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

○
Ｆ
Ｃ
Ｐ
展
示
会
・
商
談
会
シ
ー
ト

■
審
査　
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
査
部
会
で
、

審
査
を
行
な
い
ま
す
。審
査
結
果

は
、
平
成
30
年
2
月
頃
に
申
請
者

に
通
知
し
、市
報
な
ど
で
発
表
す
る

予
定
で
す
。

■
認
定
商
品
の
Ｐ
Ｒ
内
容

○
市
内
外
へ
の
展
示
会
や
販
売
会
へ

の
参
加

○
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
信
州
千

曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
へ
の
掲
載

■
問
い
合
わ
せ
先　
観
光
交
流
課

（
総
合
観
光
会
館
内
、
℡
０
２
６

－

２
１
４

－

５
７
９
９
）
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第  回８

こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
相
馬
で
す
。信
州
大
学
を

卒
業
後
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
転
職

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
経
て
今
年
の
4
月

に
着
任
し
ま
し
た
。課
題
を
改
善

す
る
こ
と
が
大
好
き
な
少
し
変
わ

っ
た
性
格
で
す
。パ
ソ
コ
ン
系
や
就

職
・
転
職
関
係
な
ど
、お
困
り
ご
と

が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
！

上
半
期
を
経
て
、
観
光
局
の
仕

事
を
把
握
し
落
ち
着
い
て
き
ま
し

た
。と
い
う
こ
と
で
、
千
曲
市
の
Ｐ

Ｒ
に
繋つ

な

が
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
行

な
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

7
月
に「
信
州
さ
ら
し
な
の
里

千
曲
市
お
も
て
な
し
祭
り
」を
担
当

し
、ツ
ア
ー
客
を
は
じ
め
沢
山
の
人

に
訪
問
し
て
い
た
だ
い
た
一
方
で
、

課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。更
に
多

く
の
集
客
を
実
現
し
Ｐ
Ｒ
で
き
る

よ
う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
市
内

の
飲
食
店
情
報
を
検
索
し
て
も
見

つ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
た

め
、
観
光
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
よ
う
と
動
き
出
し
ま
し
た
。

現
在
、
情
報
収
集
を
し
な
が
ら
随

時
掲
載
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
知

ら
な
い
情
報
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

▲信州さらしなの里　千曲市お
もてなし祭りを企画・運営

▲ IT の経験を活
い

かして、HP
の改修などを行なっています

(C) 信州千曲観光局

実施
機関

（請求先）

請求
件数

公開決定の
種類・件数

全部
公開

部分
公開

非公開
（不存在
を含む）

市　長 24件 17件 4件 3件

選挙管理委員会 1件 0件 1件 0件

議　会 3件 2件 1件 ０件

合　計 28件 19件 6件 3件

実施
機関

（請求先）

請求
件数

開示決定の
種類・件数

全部
開示

部分
開示

非開示
（不存在
を含む）

市　長 1件 1件 ０件 0件

情報公開の状況

個人情報開示の状況

無
許
可
の
ご
み
回
収
業
者
に
ご
注
意
を
!!

近
年
、
各
戸
へ
チ
ラ
シ
を
投
函
し

廃
品
を
回
収
す
る
業
者
や
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
で
巡
回
し
な
が
ら
廃
品
を
回
収

す
る
業
者
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
業
者
の
大
半
が
無

許
可
の
ご
み
回
収
業
者
で
す
。

安
易
に
無
許
可
の
ご
み
回
収
業
者

を
利
用
し
た
こ
と
で「
高
額
な
処
理

料
金
を
請
求
さ
れ
た
」「
出
し
た
物

が
不
法
投
棄
さ
れ
た
」な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
業
者
に
出
し
た

ご
み
は
、
法
を
守
っ
た
適
正
な
処
理

が
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
を
出
す
際
は
、
市
が
案
内
す

る
方
法
で
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
特
定
家
電
の
出
し
方

特
定
家
電（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
）は
、
法
律
に
よ
り

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
負
担
し
て
処
分

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

処
分
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す

○
過
去
に
購
入
し
た
小
売
店
に
出

す
。
ま
た
は
、
買
い
替
え
時
に
小

売
店
に
出
す

○
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入

し
、指
定
引
取
業
者
に
出
す

○
粗
大
ご
み
収
集
日
に
出
す（
収
集

日
と
収
集
場
所
は
暮
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

＊
指
定
引
取
業
者　
深
澤
産
業
株
式

会
社（
雨
宮
）

■
粗
大
ご
み
の
出
し
方

○
粗
大
ご
み
収
集
日
に
出
す（
収
集

日
と
収
集
場
所
は
暮
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

○
指
定
業
者
へ
持
ち
込
む

○
指
定
業
者
へ
回
収
を
依
頼
す
る

＊
指
定
業
者　
千
曲
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
協
同
組
合（
屋
代
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
更
埴
庁
舎
・
廃

棄
物
対
策
課（
内
線
５
４
２
３
）

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
開
示
制
度
の

公
開
・
開
示
状
況

「
千
曲
市
情
報
公
開
及
び
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
く

情
報
公
開
、
個
人
情
報
開
示
の
請
求

と
そ
の
決
定
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

公
表
す
る
の
は
、
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
あ
っ
た
公
開
・
開
示
状

況
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
の
行
政
情
報
を

公
開
し
、
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
と
個
人
の
権
利
利
益
の
保

護
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
総

務
課（
内
線
５
２
１
２
）

せ
ん
の
で
、

よ
ろ
し
け
れ

ば
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

(C) 信州千曲観光局

▲信州千曲観光
局飲食店情報
はこちら

地
域
住
民
の
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
次
の
活
用
先
を
探
し

て
い
く
こ
と
が
賢
明
な
選
択
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

空
き
家
を
放
置
し
て
価
値
を

下
げ
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
前

に
、ま
だ
住
め
る
家
は「
千
曲
市
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
バ
ン
ク
で
は
売
買
や

賃
貸
の
相
手
を
探
す
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で「
千
曲
市
空

き
家
バ
ン
ク
」で
検
索
し
て
、
取
扱

物
件
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
こ
の
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
更
埴
・
戸
倉
・

上
山
田
庁
舎
で
も
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。

世
の
中
は
空
前
の「
家
あ
ま
り

社
会
」で
す
。自
宅
の
建
設
を
夢
の

実
現
と
と
ら
え
る
日
本
人
の
気
風

も
あ
っ
て
新
築
件
数
が
減
少
し
な

い
た
め
、
中
古
住
宅
市
場
は
人
口

減
少
の
影
響
も
あ
り
買
い
手
が
極

端
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
空
き
家
が
市
場
に
出

回
り
始
め
て
い
る
た
め
供
給
過
剰

で
、
価
格
は
下
が
っ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
古
住
宅
の
活
用
を

新
築
で
な
く
て
も
、
気
に
入
っ

た
中
古
住
宅
を
購
入
し
て
リ
フ
ォ

ー
ム
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
れ

ば
夢
を
実
現
す
る
こ
と
は
十
分
可

能
で
す
。ま
た
、住
ま
な
く
な
っ
た

家
は
、
そ
れ
を
相
続
す
る
家
族
や

知っておきたい

空き家のはなし

【シリーズ】

Ｎｏ．２

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
建
設
課（
内
線
５
６
４
５
）

家
に
対
す
る
考
え
方

を
変
え
る

中
古
住
宅
は
供
給
過
剰
で
価
値
は

大
き
く
下
落

空
き
家
バ
ン
ク
の
取
扱
い
数
が
増

え
て
く
る

家
庭
か
ら
出
る
廃
家
電
や
粗
大
ご
み
な
ど
の
ご
み
を
回
収
す
る
た
め
に

は
、
千
曲
市
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
が
必
要
で
す
。


